
 長崎県公立高校入試徹底分析【英語】 
 【形式・難易度】 

 試験時間  50分  配点  100点 

 問題構成 

 大問4題。リスニング，対話文読解，英作文，長文読解は例年通り。 

 リスニングはすべて記号問題。問1のみ放送が1回，問2・問3は2回ずつ放送される。問1が 

 4点，問2が9点，問3が10点で計23点。対話文読解は，世界で人気の料理が話題。部分英作 

 文含む小問6問構成で配点は24点。英作文は，学校生活に関する会話がメイン。部分英作 

 文2問，自由英作文1問の計3問で，配点は16点。長文読解は，焼き物を通じて伝統文化へ 

 の理解を深める内容で，小問7問構成，配点は37点であった。 

 記述式の問題はすべて論述問題となっており，配点の66％は記号問題であった 

 令和５年度(2023)  令和４年度(2022)  令和３年度(2021)  令和２年度(2020)  平成31年度(2019) 

 問題量  （A４で）  ８ページ分  ８ページ分  ８ページ分  ８ページ分  ８ページ分 

 小問数  27問  34問  31問  31問  34問 

 論述問題の数  7問  8問  8問  10問  11問 

 論述問題配点  34点  33点  35点  40点  38点 

 受験者平均点  非公表  非公表  非公表  非公表  非公表 

 【出題の傾向と対策】 
 ①　リスニング問題。問1の絵や図を見て答える問題では、放送は1回のみ。問2～3は2回放送される。 

 2022年度よりすべて記号問題になっている。聞き取りによる内容把握がいかに正確にできているか 

 を測ることに特化した問題構成。問1では事前に図表の内容を把握し、問2では選択肢をよく読み込 

 み、問3では事前に問題を読む時間をもらえるので質問と資料の内容を素早く確認すると良い。 

 ②　対話文読解。例年は資料の読み取り・英作文・語形変化など、知識を問う問題から思考力・判断 

 力・表現力を問う問題まで幅広く出題されるが、2023年度は記述形式の問題は英作文のみであった。年 

 度によって出題内容のマイナーチェンジが多い大問ではあるが、共通しているのは自然な会話の流れの 

 読み取りと比較表現を正しく理解しているか確認する問題が必ず出題される点。 

 . 



 ③　英作文。部分英作文２問と条件付き自由英作文１問が出題される。部分英作文は前後の会話の流れ 

 やイラストから適切な内容を推測し記述する。条件付き英作文は語数指定があるため注意が必要だ　 

 　が、テーマは頻出の内容であるため、各県の過去問で練習することが有効。入試までに、自分なりの 

 　「減点されない」英作文のパターンを身に着けておこう。 

 ④　長文読解問題。例年、中学生ないし高校生が主人公の物語文である。毎年、日本語の論述問題が数 

 問出題される。また、2022年度より４つの英文を時系列順に並べ替える問題が出題されている。その 

 他、内容正誤問題など、設問の該当箇所周辺だけ読んで解くといった方法では対応できない問題が数問 

 出題されており、単語数の多い本文全体に目を通す必要がある。そのため、普段の演習時も時間を意識 

 し、できるだけ速く本文を読む練習をしておくとよい。 


